
東北農業研究(TOhOn Aeric.Reg.)21,lo,-1lo(197め

有機物 (堆肥、稲わ ら )か らの窒 素供給

-lo9-

西 村 柾 夫・久 末  勉
(宮城県農業センター )

Nitrogell ttpI■y frOm Or"nic "tter(00mOS、 RItce Stra▼ )

IIasao NIsED4嗅Aam ■ュtoェL HIs● soE

(砿7agi PrOfec¨ ra■ triCu■ tura■ msearch conter)

1ま え が き

水稲は根から窒素を吸収 して生長するが,水稲が吸
収する窒素の由来 を考えると,大 きく分けて,人為的
に施す窒素 (施肥窒素,投入有機物 )と ,自 然的に供
給される窒素 (土壊潜在窒素,用水中の窒素。その他 )
に大別される。前報 (東北農業研究 18号 ,■ 87-8,)
では人為的な窒素の内の施肥窒素の利用について土壊

別に検討 して報告 した。今回は昨今の無公害有機農業
に伴い,水田への有機物施用がさかんに行なわれてい
ることに着 目し,こ れら投入有機物の水稲への窒素供
給を重窒素硫安 (atOn 51 2%)を 用い,追跡調査 した
結果,十分検討 し得る数値を得たので報告する。使用
有機物は前年に重窒素硫安を吸収させた稲わらを用い,
実験室的に堆肥を作成し,稲 わら,堆肥として供試 した。

2試 験 方 法

1 供試品種  トヨニンキ,成苗5月 18日 移植 ,
3本植
2 供試土壌  グライ土壌強粘土構造型 T― N
022%,T-0こ 64%
3 供試有機物 前年度に重窒素硫安 〈5N atOnl
512%)を 吸収させて生育させたものを稲わらと堆lll
とに区別製造 した。これを1/5,000aボ ットに全層混入
した。

標識稲わらN濃度 071%
ク  ク 

“
N濃度 lo 065 0XCece%

4 供試肥料  上記有機物以外は無IE料
5 調査項 目  水稲の生育,養分分析,● N分 析は
IS―-1, Ya naco. 工3otope Ana■ yzerに よる。
6 試験区構成
a)対 照 区……生育の対照 (有機物無施用 )
b)稲 わら区……稲わ ら,″ボット■450均 /10a
C)堆 肥 区… 堆肥 20′ /ボ ット=1,000″ /10a

6 試験結果および考察
供試 した標識稲わらの"N濃度

が低か ったことから,
水稲に吸収されたSNの 追跡が困難と考 えて全 区 共無
IIE料栽培 にしたため,生育量は全般的に少なかった。
また,生育状況 を比較観察する目的で有機物無施用の
対照区を設けた。

生育状況では区間差は判然 としなかったが,稲わら
区より堆肥区が若千であるけれども良い生育を示 して
いる (表 1)。 これは稲わら投入による初期生育の抑
制が多少あ ったものと考えられる。この傾向は乾物生

産にもあらゎれてお り,図 1に 示すとお り堆 1巴区が最
も多く,稲わら区は対照区より低く堆移 している (表
2)。 窒素含有率では,幼驚膨 成期までは堆肥区が稲
わら区を凌いでいるが,穂揃期頃から逆転 している
(表 3)。 しか し,乾物生産で堆肥区が勝 っているの
で窒素吸収量では堆肥区が稲わら区より高い数値で推

移 している (表 4,図 2)。

表 1 生育調査

表 2乾 物 重 (″ボット)

表 1 窒素含有率 くの

表 4 窒素吸収量 (″ /ボ ット)
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表 5 ezcese 6

表 6 5N吸収量 (″′ポット)

表 8 有機物から供給された窒素量および割合

図 6● N吸収量
(″ /ボット)

図415N時期別吸収0

相に合致 した吸収状況を示 しているのに対 し,堆肥区
は最高分けつ期からある程度の吸収があり,幼形期頃
までに約40%に達 している。だが穂揃期では稲わら区

より少なく(約 61%), 吸収速度は一定 している。こ
れは,堆肥の方が稲わらより,早 くから分解が進み ,
生育初期から窒素を供給 しているものと考 えられる

(表 6,図 4)。 結局,穂揃期頃までは堆
'じ

区が稲わら

区を凌いているが,その後になると逆転 し,最終的に

は同程度となる (図 3)。  これを投入有機物中の窒素
利用率でみると表 アのようになる。すなわち,最終利

用率が稲わら区で 107%,堆 肥区で 110¢ となってい
る。また,表 8に有機物より供給 された窒素量および

割合を示 してあるが,稲わらで
`¢
前後, 堆1巴で 5%

弱となっている。ここで,堆肥区の数値が低いのは,
堆肥区の乾物生産が高く,窒素吸収量が多いため,"N
がうすめられたものと考えられる。以上のことから,

水田に投入された有機物は土壌中で分解され,窒素を
放出し,初年ユに約 1部強が利用さ秘 ことが判明味 。

4 ま

1)堆肥は土壌中で早 くから分解され,水稲の生育
過程に一定 した窒素供給 を行 う。

2)稲わらは土壌 での分解が堆肥より遅 く,生育抑
制を助長することもあって,初期よりも後期に利用さ
れる割合が大きい。

3)堆 IE,稲わらとも窒素利用率が11¢ 前後である
ことから,投入有機物の初年目の利用は約 1割程度と
考えられる。
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図 1 乾物童の推移
(″ボット)

図 2 窒素吸収量
(″ /ボ ット)

次に
“
N吸収量について述べれば,堆肥,稲わら区と

も,生育ステージが進むにつれ,i6N吸収豊も増してお
り,投入有機物が徐々に土壌中において分解 され,水
稲に吸収されていることがわかる (表 5,6,図 3)。
しかしその吸収状態は必ずしも同一でなく,区間差を
明確に示 している。すなわち,稲わら区は最高分けつ

期から幼穂形成期頃までの吸収量が少なく(約 22`),

穂揃期に高い吸収を示 し(約フ5¢ ),稲わら区の生育様
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